
定期報告（ウルグアイ内政・外交：２０１８年１１月） 

１ 概要 

【内政】 

●１１月，最新の世論調査結果 

 

【外交】 

●１～１０日，ニン・ノボア外相の訪中 

●１２～１６日，ニン・ノボア外相の中米訪問 

 

２ 本文 

【内政】 

１ 最新の世論調査結果 

 今月発表された内政に関する各種世論調査結果は次のとおり。Ｅｑｕｉｐｏｓ社

の政権支持率調査結果は２７％（不支持率４５％）となり，前回８月に発表された

２４％から若干回復した。また，Ｆａｃｔｕｍ社による次期大統領選挙（２０１９

年１０月）に関する投票動向調査結果では，政党支持率が与党拡大戦線（ＦＡ）３

４％，国民党３０％，コロラド党１６％，人々の党７％，独立党６％となり，コロ

ラド党の支持率回復が目立った。これは，同党所属のサンギネッティ元大統領の政

界復帰により，同党への国民の期待が高まったためと推測されている。 

 

【外交】 

１ ニン・ノボア外相の訪中 

  １０月３１日～１１月１０日，ニン・ノボア外相は企業ミッションを率いて香

港，広東省珠海市，マカオ及び上海を訪問し，Ni Yuefeng中国税関総署長およびHan 

Changfu農業・地方大臣等の政府関係者及び企業関係者と会談を行った。また，同外

相はCheung香港行政区長官代理と会談し，ウルグアイと香港の投資協定案及び関税

協定案を手交した。ウルグアイと香港は査免協定を発効済み。 

同外相は，１日～３日に開催された第１２回中国・ラテンアメリカ・カリブ・ビ

ジネスサミットならびに５日～１０日に開催された第１回中国国際輸入博等に参加

し，貿易促進・投資誘致を行った。また，中国とラ米企業のビジネスに特化した珠

海市横琴自由貿易モデル区を訪問し，ウルグアイ企業１社が同区と契約を結んだ。 

 

２ ニン・ノボア外相の中米訪問 

１２日～１６日，ニン・ノボア外相は，ドミニカ共和国，エルサルバドル及びグ

アテマラを訪問し，各国で外相会談を実施した他，イベロアメリカ首脳会議に出席

した。 

（１） ドミニカ共和国訪問 

１２日，同外相は，バルガス・ドミニカ共和国外相と会談し，３つの文書（航空

協定，二国間の移民に関するＭＯＵ及び両国外務省による貿易投資促進に関するＭ

ＯＵ）に署名した。また，同外相は，２０１９年から安保理非常任理事国に就任す

るドミニカ共和国に対する協力を申し出た。 

（２） エルサルバドル訪問 



１３，１４日，同外相はエルサルバドルを訪問し，カスタネダ同国外相会談及び

第１回二国間委員会を実施した。双方は，二国間関係及び地域情勢に関する主要な

問題について意見交換し，２０１９年３月に第５回協力に関する合同委員会を開催

することに合意した。また，同外相は，メルコスール議長国として，セレソ中米統

合機構（ＳＩＣＡ）事務局長（元グアテマラ大統領）と会談し，両経済ブロックの

緊密化について合意した。 

（３） グアテマラ訪問 

 １５日，同外相はグアテマラを訪問し，トポランスキー副大統領とともに第２６

回イベロアメリカ首脳会議に出席した。同外相は，同会議で，持続可能な開発目標

（ＳＤＧｓ）達成に向けた南南協力及び三角協力の推進において，イベロアメリカ

事務局が果たす役割の重要性を協調した。同時に，ウルグアイのような新たに高所

得国に分類された国がＯＤＡ対象外となり必要な支援を受けられない状況に対する

懸念を表明した。また，同会議の枠組でボレル西外相と外相会談が実施された。 

 

【要人往来】 

○往訪 

 １０月３１日～１１月１０日，ニン・ノボア外相の訪中 

 ５日，ケチチアン観光相の訪伯（国際観光博） 

 ９日，ボノミ内務大臣の訪中（司法・治安当局関係者と会談） 

 １２日，ニン・ノボア外相のドミニカ共和国訪問 

 １３，１４日，ニン・ノボア外相のエルサルバドル訪問 

 １５，１６日，ニン・ノボア外相のグアテマラ訪問 

 １５～１８日，トポランスキー副大統領のグアテマラ訪問（イベロアメリカ首

脳会議） 

 １８日～２１日，ボノミ内務相のＵＡＥ訪問（第８７回ＩＮＴＥＲＰＯＬ総会） 

 ２８日～３０日，バッソ厚生省の訪米（汎米保健機構閣僚級会合） 

 １９日，ニン・ノボア外相のベルギー訪問（メルコスール・ＥＵ・ＦＴＡ関連

会合） 

○来訪 

 ２３日， Fomin露国防次官（メネンデス国防相及びベルガミノ外務次官と会談） 

 

（了） 

    


